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　・グルーガンの使用方法
　・片付け方の説明

　　・やすりで表面や形を整える

【解散】 研修生は引率者の指示に従う

【片付】 貸出物品の受取

木香系工作

各研修室
安全管理

用具の管理
通年

創意工夫

主体・計画 協調・協働

人間関係

木片を使用しペンダントやメモスタンド、フォトスタンドを作成します。松林や海浜に落ちているま
つぼっくりや貝殻などを使ったり、好きな絵や文字を書いたりして、世界に一つだけの作品を作
ることができるため「玄海の家」での思い出を形として残すことができる活動となっています。

活動形態

一斉

活動内容

必要時間 活動人数

自然・感性

粘り強さ

対象

１～３時間

活動適正期間

【打合】 活動場所

制限なし

　※木片以外の購入したものを食堂まで取りに行く

制限なし

【打合】 活動場所

【準備】 工作で使用する物品の準備

活動場所 必要引率者

　※活動中に拾いに行ってもよい

「玄海の家」の職員

　　・気に入った形の木を選ぶ

　　・木工用ボンドやグルーガンを使って装飾する

【指導】 活動上の指導を行う

　

グルーガン(47)（グルーガンの芯は団体準備物）、きり(28)、延長コード、
木片(活動人数分)※事前に連絡をする
【購入】ペンダントセット：（１セット／３０円）
メモスタンドクリップ：（１セット／８０円）、フォトスタンド：(丸太１本５００円／２５人分）
※持参される際は事前に連絡をする

「玄海の家」で
準備できるもの

活
動

【準備】 使用する装飾を松林や海浜で拾っておく

　①説明を聞く（１０分）
　・工作の説明、諸注意

　　 ※フォトスタンドは切り込みを入れる

　　　※ペンダントはヒートンとひもをつける

　　 ※メモスタンドはキリで穴をあけクリップをつける

事
後

　②工作開始

【集合】 活動場所

利用団体で
準備するもの

活動の留意点

活
　
動
　
の
　
流
　
れ

利用団体

事
前

　　・のこぎりで木を切る体験もできる

　③鑑賞(お互いの作品を鑑賞する)

引率者の役割

紙やすり、木工用ボンド、グルーガンの芯、油性マジック、飾り（スパンコールなど）
軍手、新聞紙

・用具と安全管理を行う
・使用した研修室の後片付けの指導を行う

・グルーガンを使用する際は、引率者が支援を行う
・グルーガンやきりを使う場合には引率者が安全管理を行う
・机に新聞紙を敷いて活動を行う

【片付】貸出物品の返却、活動場所の清掃

　　・ポスカなどで色を塗ってもよい

【片付】 使用した用具と研修室の片付けを行う

準備物、活動開始時間、準備物等の確認

ペンダント メモスタンド フォトスタンド


